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　　　　　11．結　　・　語
現在のところあまり大きな鉱量は期待できないが，下

部に多少の鉱量が予想される。操掘鉱石は無選鉱にて鉱

石となりうる。鉱体は主に閃亜錯鉱で，次に黄鉄鉱が多

いが，現在稼行対象となつているものは，黄鉄鉱であ

り，今後は閃亜鉛鉱の稼行が望ましい。当鉱山の閃亜錯

鉱は黒色を呈する鉄分の多いもので，これが黄鉄鉱との

分離およぴ選鉱実牧率に如何なる成績を示すかによつ

て，当鉱山の経営が左右されると思われる。探鉱坑道は

坑内の北側よりNEに向つた所と，坑外よりSEの方

向1すなわち鉱体下部約10mに向け探鉱中のものの2

本があるが，坑内探鉱のものは期待薄であるQ坑外からの

ものは⑳Om前後で鉱床の北側下部に着鉱するものと思

われる。

豊柴鉱山に関係ある文献を列記すれば，次の通りであ

るo
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岩崎章二光金井光明鱒・二日、市宏梼
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GammaRayMeasurementson　Some
Raαio－active　Deposits．　Φreliminary

report）

by

S．Iwasaki，K．Ka』nai＆H．Futsukaichi

　Gammarayintensitieson齢oradio＆ct－
ive　deposits　are　measured　at　Kyoto＆Yam－

aguchi　Prefectures．

　The　results　obtained　are　as　fOllows：

　1．　The　results　Of　radioactive　deposits

reached重・ab・ut5－7：N（N：naturalcount）・

・2．　｛n　granite・are＆　the　counts　becam（季

1arger　with　th6distant　to　the　deposits．

3．Inpegmatitαarea．t募ec・untswe「e
fairly　larger　than　that　in　granite－are昇．

　　　　　1．緒　　・言

岩石，地暦のガンマ線彊度を測定して，断暦，地層境

鼻，あるいはウラ』ウム鉱床等の探鉱を行ういわゆるガ

ンマ練探鉱法の試みば從來外国においては行われてお

り，わが国においても近時研究が行われつつある。

莱物理探鑛部

われわれはガンマ線探鉱法に関する研究の一部とし

て，わが国の放射性鉱物鉱床につき，鉱床ならびにその

附近の岩石のガンマ線強度を測定して，岩石，地暦の放

射能分布黙態に関する資料をうるためダ昭和25年3月お

よび同年10月にそれぞれ山口県玖珂郡梛井町の燐次ウラ

ン鉱床およぴ京都府奥丹波地方の稀元素鉱物鉱床につい

て，調査を行つた。

測定日数の不足，、羅械の故障その他のために十分な結

果をうるに到っていないが，．現在のわが国としてほ現地

におけるごの種測定の結果は数多くないので一応ここド

報告することとした。

2，測定器械

　使用した器械は，科学研究所の製作にかかる放射線測

定器で電池式かつ携帯に便利なように設計されでいる。

計数管よりのパルスを3段増巾し，サイラトロンと録数

とを組合わせて計数読取をさせるようになつてお弘そ

・の他にマグネチッ〃，スピ』一カーが常時結線されていて・

サイラト・シ回路を開けぼ聞取り，計数することもでき

る。ブザー（ラジオゾンデ用）を駆動し，整流管，1，000

V用定電圧放電管，静電型電圧計，可変抵抗器を用いて

1，000Vの直流高圧が得られる。　（山口’の場合），しか

しに後は高圧電源として，積層乾電池を用いた。（京都’

調査の場旬

　使用結果からみれぱ穫層乾電池の方が輝当なようであ

るo
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　計数管ど塘巾器は，1mの導線で結んであり，使用し

ない時は筐の内に牧められるようになつている。．

　器械の容積は22×22×44cmである・

　なお，京都府調査の際には上述の器械の補助用として

3S4で一段塘巾したものを受話器で聞坂る方式のもの

を併用した。これは小i型で12×12×25cmの大きさで

あるが，100／分程度以上の計数においては聞取りが困難

であつた。しかし50～60／分・程度の場含には概査用とし

て便利であつた。

　なお計数管はBackground　count毎分30～40程度の

ガ臼ンマ線用ガイガー，ミュラー計数管を使用した。

3．・測定方法

　アルミニウム製容器（Probe）（巾5．3cm×19cm）に

牧容した計数管をさらに本箱（10cm×23cm×8．5cm）

に入れ，これを直接測定しようとする岩石，あるいは地

暦上に置き各測点につき測定した。

　測定時聞は京都調査の場合は10分聞とし，それらの読

みの準均値をとり，各測点の毎分の計数値とした。山口

（第3巻第3号）

調査の場含は測定時聞は3～5分で結果からみれぼ，多

少精度不足の感もあるが，おおよその傾向は知りうるの

で併せて記した。

　　　　　　　　4．測定結果

　山口県および京都府の放射性鉱物鉱床について実地測

定を行つた。

　1．山口県珂玖郡柳井町の燐友ウラン鉱床の場合

　調査地附近φ地形は海抜100m～300m程度の小起伏

をなす丘陵である。

　鉱床は黒雲母花闇岩中のペグマタイト中に胚胎してい

る。現在露出したペク》タイト（20m×40m×κm位）の

一部に紡錘賦の脈と思われる二，三の鉱体が認あられ

る。（本所松原技官等の地質調査による。）

　測定結果を第1図に示した。
’
測
線 の細目は第1表の通りである。　　’

　A，B，C各測線について測定した末，次のような結

果を得た。
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第　1図

第1表

測　線　名

A

B

C

測　点　数

11

8

9

測　線　長

10m

約250m

8m

備 考

鉱床露頭を横切る。方向南北・測点聞隔1m

鉱床存在の丘に到る道路澹い・測点聞隔1～5約50m

5～8約15m　花嵩岩上

ペグマタイト上，東西方向　測点聞隔1m

　a）鉱体存在個所において192（録数器における多少　　が得られた。

の計数の落ちが認められるにもかかわらず李の値に達す　　　b）花闘岩上の計約は約40，すなわち1．3N程度でお

る。すなわち約6：N（N＝自然計昌30／分）程度の計数　　るが・鉱体存在地附近栢おいてその悼が漸亥脅加するよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58一（166）
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うである。

　c）ペグマタイト上の計数は約60以上すなわち2N程

度以上である。

　2．京都府奥丹後稀元素鉱物鉱床

　附近の地形は海抜200m～300m程度の丘が起伏し，

この地帯を構成する岩石瞳黒雲母花嵐岩で稀元素鉱床は

ペグマタイト中に胚胎している。地質は京大，田久保教

授によつて詳細に調査せられている（田久保実太郎，京

都府奥丹後地方の稀元素鉱物調査報告）。

　それにょれば今回測定を行つた河辺村および三重村谷

内に産出する稀元素鉱物は河辺村においては変種ジルコ

ン，チェ7キン石，河辺石，モナズ石等そ三重村谷内に

おいては，褐簾石，変種ジルコン等である。

　測定結果を第2図に示した。

　測線の細目は第2表の通りである。

　これら各測線について測定した末次の結果を得た。

　a）稀元素鉱物の存在ずる場所にお恥ては，6N～8N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
程度の計数が得られた。

め）花嵐岩上の値は自然計数醇比し約30％大き’い程度

であるが稀元素鉱床に近ずくと共に漸次大きくなり1．9

N程度の値を示す。

　c）ペグマタイト上においては2．6N’～3N程度の値で

ある。

　d）ペグマタイト中石英の部分はその他の部分に比べ

一般に小さな計i数となる。

5．結 P論

　わが国の放射性鉱物鉱床二箇所において，ガィガ［F，

ミュラー計数管による測定を行い大要家のような結論を

得た。

　a）鉱床の上において6N～7N程度の計数が得られ

た。

　b）花嵩岩上においては自然計数より約30％程度増し

の値を示し，鉱床に近ずくに從い，・漸次暦大して1．9N

程度となる。増加は50m附近からみられるようであるが

勿論これは鉱床の規模，放射性鉱物の性質等によつて変

化するものと思われる。

　c）ペグマタイト上にては2：N～3N程度の値を示し

たα

　d）ペグマタイト中，石英の部分は，他の部分に比し

一一般にノ」》さな計数となる傾向が認められた。

　　　　　　　　　　ゆ〔附記〕地質綱査所の実駿室において鉱石標本について

の測定によれぱ同一計数数管（N≒32）を用いて，コル

ンブ石約200／分，河辺石約80／分，山口産鉱石約50／分

の値を示し1た。
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第2表

測線名

A

B
『
C

D

E

F

G

測　点　数

13

8

9

5

9

4

12

測　線　長

12m

7m

8m

約10m

約210m

約50m

約15m

備‘
考

花嵐岩上。測点聞隔1m

ペグマタイト露頭を横切る。測、点1～5花嵩岩8石英

B測線の北数m　測線聞隔1m

ペグマタイト上。1およぴ3は石英。

稀元素鉱物の存在する丘陵において麓より順次測定。

E9はA1に相当する。

花嵩岩上。ペグマタイトの北

三重村

測点1～4およぴ9は花嵩岩上。

奪
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